
麦機 械化 多収穫 栽培 に関す る研 究

第 1報 麦作の省力機械化体系の確立について

泉  正 則 。野 崎 光 夫
(宮城県農業センター )

れた多収要因を組み合せ,省力多収覆麦栽培の機械化
は   じ  が   き

一貫体系を現地において実証 したので報告する。

裁が日における食糧の自給率を高め,農畜産物の安

定的供給を計るには,基本的に狭い日上の中で,土地         1 実証試験の設定条件

を農用地として如何に効率的に利用するかにかかって 低コス トの麦栽培法を確立するには,作業工程の単
いる。 一化,簡略化であり,耕起,砕土,覆土作業にロータ
しかし現実には未利用地の開発もきることながら,

りを , また元 1巴施肥,播種,追肥作業等はプロー ド
既耕地の遊体化や土地高度利用をいかにするかが,よ

キャスタと,同 一作業機を使い作業能率 と作業精度はり重要な課題である。

そこで我が目の自綸率が低い麦の生産合理化を図り,  ~般 に反対の関係にあるが,本 体系では第 1表のとお

国際価格にも負けない,低 コス ト栽培法を確立するた  り家畜を取 り入れた大規模経営型であるので,第 2表
め,稲作において導入した機械 を駆使 して既に確立さ  の機械作業体系を設定実施 した。

第 1表 省力多収機械化栽培設計条件

作  働  名 栽 培 様 式 期 待 収 量 労 働 時 間 体系の規模 基乾使用機械
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第 2表 設定作業別機械体系作業量
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2 試 験 地 の 概 要
土質は砂壊土のため,地力増強を図ること考え,肉用

牛を取 り入れ,管理の簡略化 と糞尿の簡易処理を兼ね

昭和 38～ 41年度に塩田跡 を干拓して造威 した土地で, た,鋸層を敷草 として,そ の上で飼青 し,■尿を鶴層
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に全部吸収させ,毎 日鰐層を敷き足 した。約 lヵ 月で

1れ くらいに堆積 した時,畜舎より園場内雅積場に搬

出する方法 とするため, トラク′ 2台 とトレーラ, 7
ロントロータを使い,2人で 140頭分 (1カ 月 )の堆

積糞尿を
'日
で搬出が終る。また, 日常の管理は綸飼

に 2時間程度で,その他の手入は鑑層のため牛が汚れ

ないため必要でない (第 3表参照 )。

第 3表 試験地の概要 (宮戸千拓生産組合 ) 所在地 官城県桃生郡鳴瀬町野蒜
総 面 積

″ 耕 地

構 成 長

専 従 者

家  畜

機械施設

40 ha(昭和 41年完成 )

29 ″

12戸 (組 合 員 )

6人  内 訳 :マ ネージ■ 1・ 事務員 1・ オペ レータ 4

肉用牛  140頭
輌 羊  50″ (肉用 )
馬   12,
ト ラ ク タ    2台    3 5PS, 45PS( ク ポ ′ )
コンパイン   1″   26凛 刈巾   (ラ ベルダ )
ト ラ ッ ク   2″   4t積
乾 燥 施 設    1棟   立型 環乾燥機 6基
作 業 機   10点
排 水 機 構   1

3 土地利用と麦の機械作業

昭和 49年度の土地利用は冬作として, 麦を全面積

第 4表 機械化体系における作業別投下時間

作  業  名

に作付し,夏作は,ダイズ 25“ ,デ ントコーン40¢

ヒエその他 35¢ である。

麦の機械作業状況は第 4衰のとおりである。

妊 労 働 時 間

昭 49

石 灰

堆 肥
耕 起
石 灰
砕 土
基 肥
整 地
播 種
覆 土
鎮 圧
迫 肥
鎮 圧
迫 1巴

刈 取
運 搬

N散 布

作 業
散 布
作 業
散 布
作 業

61分
~

206

209

89

77

62

フ2

55

72

27

11

29

187

187

1,348
(22時 28分 )

組 人 員

2

1

2

1

2

1

2

1

1

2

1

2

1

1

48

50

150

250

60

100

130

40

48

55

32

55

34

165

165

プロー ドキ ャスタ

ζ
=γ
女ララグダ

ブラウ 2連

ライムソ ワ

ロータ リー

プ ロー ドキ ャスタ

ロータ リ

プ ロー ドキ ャスタ

ロータ リ

●― ラ
カルチパ ッカ

プ ロー ドキ ャスタ

ロー ラ

プロー ドキ ャスタ

コンハ イン

2tト ラ ッタ

全 面 381"

全 面  24t
15～ 18“

全 面 400切

深 さ 10“

982博

全 面 :::
全 面 5"

全 面 1,0り
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土地利用率を高め,省力多収 を図るため,全面全層

播方式とすることとした。その理由は超省力化 と全面

を作物で被覆することにより雑草防止効果が大きいた

めである。

作業の順序は石灰窒素,堆肥を全面散布プラウにて

起こし,元肥散布作業はプロー ドキャスタを使 う。砕

土整地作業を,一 タリ耕で行った。種まきはプロード

キャスタで全面に播種するが均―に播 くのが,やや困

難である (第 5表 )の で,横・縦方向に重複散布によ

り,やや均―に播種 した。覆土作業は ,― タリで深さ

5の程度に攪拌するが速度 22R/Sで行った結果覆土

される種子の分布は第 6表の如く,0～ 5" 以内に
886¢ があり18t9/10a播種で 1″当 り42C本 の発芽

である。なお車輸跡の発芽が特によいので第 2年次に

おいて,カ ルチパッカを使用 した結果,無鎮圧区に比

べ 12%発芽率が高かった。

第 5表 麦種落下分布状態 プロー ドキャスタ作
業機の中心点より左右へ (屁 )

4 3 2 1 0 1 2 3 4

比 0 21 52 21 22 0 211 2α 0 la 4

速度 2244/S  散布高さ 45の

収穫作業は直流型コンパインにて刈取を行い, トラ

ッタにて乾燥施設に搬入して乾燥を行ったが,刈取脱

損失は a`¢ で,一部樹伏 した個所の損失は多い (第

7表参照 )。
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第 6表 機械覆土による種子分布
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4 今 後 の 問 題 点

1 大型経営のための能率的作業方法 としてプロー

ドキキスタによる施1巴播種作業 を行った結果,作業精

度にやや問題があり,特 に圃場周囲が播種量不足であ

り,補足的播種を行 う必要がある。

収穫麦の品質は千粒重,容積重は慣行栽培に比べ低

いが,″当り穂数が多いので,単位面積当りの収量は

高いことを第 8表が示 している。

以上の結果,第 4表のとお りha当 りの延労働時間

は昭和 48年 22時 10分 ,昭和 49年 22時 28分 (圃場

内延労働時間 )と 慣行栽培に比べ格段の省力多収機械

栽培体系が実証 された。

2 追 IIE作業は特に散布むらにならない様に注意が
必要である (重複散布された部分が生育がよく倒伏に

つながる )。

3 自脱型 コンバインの麦作への利用はできるがヘ

ットロスと威熟時期別の適応性について検討する必要

がある (機械利用拡大のため )。

第 8表  生 育 並 に収 量
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に導入 した機械の多面利用により,麦生産の増加が期
5 ま   と   め

待できる。次回は第 2報 として労働配分と機械利用経

我が国産麦の自給率の向上を図るには ,ス ト低下が  費等について報告 したい。
第一であり,全面全層播による投下労働時間の節減 と   なお,水 日高度利用による稲麦作機械化体系確立ヘ
多収穫 を図ることが可能になったので,今後は水稲作  の一方法 として, この方法を進めて行 く考えである。

青 刈 リ ヒ エ の 栽 培 法 に つ い て

第 2報 播種期対 播種量 な らびに播 種様式 につい て

大 野 康 雄・ 佐 々木 邦 年

(岩手県農業試験場 )

得たので報告する。
1  ま  え  力: き

2試 験 方 法青刈リヒエに関する試験は自給飼料強化を目的に昭

和 47年度から品種比較試験を実施している。 第 1報    普通畑 (岩手農試ほ場 )火 山灰土壌
では青刈り用ヒェの適品種について検討した結果,農    供試品種 飛騨在来 (長稗・晩熟性 )
地系長稗晩熟性の飛騨在来が生青揃いが良く,稗が敬    供試条件 第 1表のとおり。
らかく,倒伏に強く,多収性であったことを報告 L7_。     施肥量C/a)N:Q8■ ■3P205:20K20:20
今般,標題について検討した結果, 2・ 3の 知見を    追肥時期 6月 30日

第 1表  供 試 条 件
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6 試  験  結  果         6月 8日 播が各幡種量区 とも出芽勢が高い傾向であっ

1 出芽の状況                  た。供試品種飛暉在来は感温性の高いことがうかがえ

5月 11日 藩に比較 して,気温が上昇する5月 27日 ,  る (第 2表 )。
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